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1．はじめに
　方言に関する情報は，それが「どこ」で用いられているかというデータを必ず含む。し
たがって，方言情報は地理情報のひとっにほかならない。方言情報を地理情報として扱う
ことにより，方言分布の分析方法は大きく広がることを述べるのが，本発表の目的である。
2．方言情報のデータ構造
　方言に関するデータは，意味と語形の組み合わせで構成される言語情報と当該の言語情
報が用いられる場所に関する情報の二つの側面を持っている。複数地点のデータは，次の
ように一覧化でき，行（縦）方向に地理的変異，列（横）方向に各地の属性を表示するデータ
構造は，一般に地理行列と呼ばれ，地理行列は地理情報を表現する。
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　
3．言語外の地理情報
　地理情報には，行政界・人口・交通のように人間世界に関するもの，海岸線・標高・降
水量のように自然界に関するものなどがある。これらの多くが電算化され，行政機関（国土
地理院・国土交通省・統計局等）や地図会社・測量会社などから，公開・販売されている。
4．地理情報システム（Ge。graphical　！nformati。n　Systems；GIS）
　GISは方言情報を含む多様な地理情報を，コンピュータを利用して総合的に扱う方法で，
その基本は，地図を媒介にした複数の地理情報の照合にある（図1）。地理学ならびに周辺
科学において，電算機環境が向上した20世紀後半に，研究が急速に展開した。近年は単な
るシステムではなく，それ自体が科学であることを主張し，地理情報科学（Geographic
Information　Science；GIS）として展開している（Longley　et　al　2001，村山編2005）。
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　　　　　　　　　　　　　　図1　地理情報の照合
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5．GISでみる方言分布
　方言情報は，GISを介することで，様々な言語外情報との関係をとらえることができる。
標高（図2），人口密度（図3），またそれらと鉄道（図4）や道路（図5）の組み合わせ，核家族
の割合や世帯人数など（シンポジウム参照）と方言の分布がどのように関係するかを検討し，
分析するのにGISは大きな力を発揮する。さらにGISでは，標高データをもとに立体的な
地図を描き，そこに方言分布を重ねことも可能である（図6）。
　　　　　　　　　　　　　図2　否定辞と標高
　　　　　　　　　　　　　図3　否定辞のナイと人口密度
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　図4　二段活用・ラ行五段化と標高・鉄道
図5二段活用・ラ行五段化と人口密度・道路
　　　　　　　　　　　　一’33一
一“－ttl．　7⊇を望＿簾議鰯
　　　　　　　　図6　立体図で見る否定辞の分布（▲一ナイ，一★ン）
6むすび
　GISでは，方言の分布に絞った従来型の方言地図を描画することももちろん可能である。
もっとも「美しい」方言地図の描画はあまり得意としない。従来通りの方言地図を描くの
であれば，それを主目的とするソフトの方が向いている。十分に認識しておきたいのは，
GISは分析のための道具だという点である。言語地理学も科学として，美しい結果を求め
るが，重要なのは分析であり，美しい地図ではない。その目指すところは，多様な地理情
報との照合を通して，人間と言語の関係をとらえることにあったはずだ。言語地理学が本
来目指していた方向にむけて再出発するのに，GISは必ずや大きな力を発揮する。
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